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１．はじめに ～ 私とソフトウェア資産管理の関わり

(1) 1971年 日本アイ・ビー・エム入社、
大手銀行の主要なシステムの企画・設計・構築・評価などを担当。

2006年10月～2009年2月まで：日本各地のアウトソーシング受託
チームに対してソフトウェア資産管理・ハードウェア資産管理の
改善を推進
＊プロセス改善の指示（キー・コントロールの設定とプロセス整備）
＊プロセス整備状況の評価

(2) 地方公共団体情報システム機構（J-LIS) 
[元：地方自治情報センター (LASDEC) ] で開催された
下記研修の講師を2010年と2011年に担当

「ソフトウェア資産管理とハードウェア資産管理」
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２．ソフトウェア資産管理の必要性

ソフトウェア資産管理 (SAM) とは

組織内のソフトウェア資産を有効に管理し、制御及び保護するた
めにライフサイクル（計画、購買、導入・展開、利用、廃棄）の全層
にわたって必要なインフラストラクチャ、プロセスおよび組織として
の取り組み。

（出典 ： http://www.core.co.jp/nsp/impression/samwp01.html )

視座 ： ① ソフトウェアを買って利用する立場 今日のお話

② ソフトウェアを作って売る立場

③ ソフトウェアを開発する立場
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＜参考＞ ソフトウェア開発に関する著作権法上のリスク

＜本日は言及しませんが・・・＞

１ 自社開発

（１）第三者に対する著作権侵害

（２）第三者による著作権侵害

（３）職務著作

２ 外部委託

（１）第三者に対する著作権侵害

（２）第三者による著作権侵害

（３）著作権の帰属
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ソフトウェア資産に関わるリスクとチャンス

 法的問題の発生 ・・・ 罰則の強化

２．ソフトウェア資産管理の必要性

 ソフトウェア購入にからめた横領事件 （某カード会社の事例）

・・・ ソフトウェア管理ツールだけでは手に負えない手口

 セキュリティ・パッチの適用漏れ、ｻﾎﾟｰﾄ切れ

 損害賠償の発生

 ソフトウェア利用の差し止め

 余分な費用負担の発生

 社会からの批判
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基本ソフト（OS)、 オフィース・ソフト、 アプリケーション・ソフト、・・・

２．ソフトウェア資産管理の必要性

管理すべきソフトウェアの対象は？

有料ソフト、 無料ソフト、 期間限定お試しソフト、・・・

サーバー機用ソフト、 パソコン用ソフト、 組込型ソフト、・・・
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☆ ソフトウェアの契約内容と、導入実態の整合性が分からない

管理状態が不十分な場合：

☆ 棚卸をしたと報告されていても、実際には実施していない

☆ 管理手続は制定されているが、その通り実施されているかどうか

確証がない

２．ソフトウェア資産管理の必要性

＝＞ ある日、突然事件に・・・
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強化された著作権侵害の罰則

民事上の責任

 損害賠償（民法709条）

出典 ： http://www.bsa.or.jp/education/protect.html

刑事罰

２．ソフトウェア資産管理の必要性
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＜参考＞ソフトウェア資産管理リスク評価の例

出典： 地方公共団体のSAM導入ガイド ( JIPDEC )
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違法コピーの現状

出典：ビジネス・ソフトウェア・アライアンス 「違法コピーについて」 http://www.bsa.or.jp/education/illegal.html

３．ソフトウェア資産にまつわる事件・事故の状況
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＜参考＞ 世界ソフトウェア違法コピー調査2011 (BSA)

【質問】
違法コピーまたは使用許諾を得ていない
ソフトウェアを入手する頻度を教えてください。

出典 ： http://globalstudy.bsa.org/2011/downloads/opinionsurvey/survey_japan_jp.pdf
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違法コピーの形態

出典：ビジネス・ソフトウェア・アライアンス 「違法コピーの形態」 http://www.bsa.or.jp/education/type.html

３．ソフトウェア資産にまつわる事件・事故の状況
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＜参考＞事件の例
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＜参考＞損害賠償事例 #1

ＰＣソフト違法コピー４７００本使い回し…某道庁 （2009年11月14日 読売新聞）

某道庁で、違法コピーしたパソコンソフト約４７００本が職員間で
使い回されていたことが2009年１１月１４日、わかった。

このうちマイクロソフト社（米国）が製作した約４０００本分について、

ライセンス（許可）料約１億４０００万円を支払うことなどで合意した。

違法コピーは２００７年２月、マイクロソフト社側からの指摘で発覚した。
出先機関を含むパソコン全２万４０００台を調べたところ、同社製の
「エクセル」「ワード」など１０種類のソフト計約４０００本分が、違法コピー
と判明した。このうち約３２００本分のライセンスを購入、約８００本分を
消去する。他にも、製図ソフトなど７００本分の違法コピーが判明して
おり、さらに違法コピーが見つかる可能性もあるという。

参
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出典：ビジネス・ソフトウェア・アライアンス 「権利執行支援」 http://www.bsa.or.jp/enforcement/support.html

＜参考＞ 損害賠償事例 #2
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＜参考＞ ソフトウェア資産にまつわる事件の事例

某社社員がソフトウェアの架空発注で巨額の金を不正に取得
（2006年05月15日 日経BP）

被害額 ： 約３年間で、総額5億5000万円

手口： 同社員は必要書類を偽装し、システムやソフトウェア・ライセンス

など無形の資産を購入したことにしていた

実際には、その代金でパソコンのハードウェアを購入

そのパソコンは会社内には存在しておらず、行方不明

参
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＜参考＞賠償額算出 ～判決事例～

某予備校、 某コンピュータ・スクールでの例

メーカーの主張する

正規小売価格

実勢価格より高い

×
推定不正

コピー数 × １．１

弁護士費用

＋
不正インストール時からの

年５％の遅延損害金
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＜参考＞ 軽い気持ちで違法コピーに走る事例

（１）仕事で急にソフトウェアが必要になったため、他のパソコンで使用
していたソフトを「すぐ消すからいいだろう」と考えて導入した

（２）必要台数分のソフトウェアの購入を申請したが、予算の都合で
数を減らされたが、「どうせ発覚しないだろう」と考えて導入した

（３）会社で使用しているソフトウェアを自宅でも使いたいと思い、
CD-ROM を持ち帰り導入した
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４．関係する組織・団体

☆BSA （ザ・ソフトウェア・アライアンス） (非営利団体)
活動：権利保護支援、教育啓発、政策提言

組織内違法コピーに関する情報提供を受付～
警告状送付～訴訟提起の支援

http://www.bsa.or.jp/

☆ ACCS （社団法人 コンピュータソフトウェア著作権協会）
活動：著作権侵害行為に対する会員の権利行使の支援

著作権に関する普及・啓発
著作権に関する調査・研究・政策提言

http://www2.accsjp.or.jp/

☆ SAMAC  （一般社団法人 ソフトウェア資産管理評価認定協会）
活動：ソフトウェア資産管理基準の策定、

ソフトウェア資産管理評価規準の策定
公認SAMコンサルタントの認定

http://www.samconsortium.org/
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出典：ビジネス・ソフトウェア・アライアンス 「情報提供について」 http://www.bsa.or.jp/enforcement/provide.html

＜参考＞ ＢＳＡの活動の一環
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出典：ビジネス・ソフトウェア・アライアンス 「捜査協力パトロール」 http://www.bsa.or.jp/enforcement/cooperate.html

＜参考＞ ＢＳＡの活動の一環
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＜参考＞ ＢＳＡの活動の一環

9割超の大学と独立行政法人でソフトウェアの管理が不適切 - BSA調査

ビジネスソフトウェアアライアンス（BSA）は、国内の大学と独立行政法人におけるソフトウェアの管理状
況を取りまとめ、「ソフトウェア管理状況実態調査レポート」として発表。

調査は2009年9月3日から同月24日にかけて、電話アンケート方式で実施。有効回答数は大学216件、
独立行政法人37件。

「ソフトウェアの管理を行っている」と回答したのは大学では88.9％、独立行政法人では94.6％。

いずれも9割と高い比率になっているが、そのうちインストール台帳とライセンス台帳が正しく整備されて

いるのは、大学では57.8％、独立行政法人では62.9％にとどまった。

また、ソフトウェア管理規程を整備しているのは独立行政法人では91.4％だったのに対し、大学では

30.2％だった。組織内すべてのコンピュータを管理していると答えたのは、大学では51.0％、独立行政

法人では42.9％で、約半数に管理されていないコンピュータが存在することがわかった。

このほか、インストール状況の棚卸を年1回以上実施している大学は41.7％、独立行政法人では

20.0％。ソフトウェア管理状況を定期的にチェックしている大学は34.54％、独立行政法人は40.0％。

（2009年10月30日）
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＜参考＞ ＢＳＡの活動の一環
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全国の市区町村長にソフトウェア管理の徹底を要請

平成21年7月13日

全国の1,781の市区町村長に対して、業務で使用しているコンピュー

タソフトウェアの管理の徹底を要請する文書と、ソフトウェア管理の手
法をまとめた「ソフトウェア管理再点検セット」を発送しました。

本要請は、本年6月10日に全国の47の都道府県の知事および18の

政令指定都市の市長に対して実施した要請に引き続き、実施するも
のです。

なお、総務省からも、平成21年6月15日付で「ソフトウェア資産管理

の徹底について」との通知が、各都道府県に対して送付されていると
のことです。

＜参考＞ ＡＣＣＳの活動の一環
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＜参考＞ ＡＣＣＳの活動の一環
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2011年7月

ソフトウェア資産管理評価認定協会（SAMAC、サマック）が8か月の準備期間を経
て、サービス開始を迎えることになりました。また約10年間に渡り、ソフトウェア資産

管理評価基準の作成と普及を目的として活動を行ってきました特定非営利活動法
人ソフトウェア資産管理コンソーシアム（SAMCon）は、SAMACにその活動を移譲
することになりました。

ソフトウェア資産管理については、従来より認証・認定制度確立のご要望がござい
ましたが、この度ISO/IEC 19770-1およびJIS X 0164-1をベースとしたソフトウェア

資産管理認証、ソフトウェア資産管理体制構築や、認証のための各種サービスを
提供する組織向けの認定基準を含めて、セミナーにてご紹介いたします。

SAMAC ： association of SAM Assessment & Certification 

＜参考＞ SAMAC ソフトウェア資産管理評価認定協会
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５． 関係する規範・基準

☆ソフトウェア資産管理 ＩＳＯ

ISO/IEC 19770-1:2006 ソフトウェア資産管理プロセスの規格

（JIS X 0164-1）

ISO/IEC 19770-2 ソフトウェア Identification (識別) Tag の規格

ISO/IEC 19770-3 ソフトウェア Entitlement (使用権) Tag の規格

☆ SAMAC  ： 「ソフトウェア資産管理基準Ver.3.1」

「ソフトウェア資産管理評価規準Ver.3.01」

☆ ＩＴＩＬ ： ソフトウェア資産管理に関する記述

☆ システム管理基準 （後述）
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＜参考＞ ISO 19770-1 プロセスの概要
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＜参考＞ ITIL の定義

変更管理とサービス資産管理・構成管理

機能上の定義：

・SAM は組織がソフトウェアで行うことや行わないことを効果的に管理すること

・SAM はソフトウェアの5 段階のライフサイクル （計画、 要件定義、 導入、 保守、

廃棄） を通じて、 ソフトウェア資産を管理するための一連のプロセスおよび機能

目的 ： ① ITサービスを構成する資産の正確な把握と最適化を通じて、

不適切な構成に起因する品質リスクや、コンプライアンス・リスク

（ライセンス違反など）の防止

② サービス変更やインシデント対応の際の正確な状況把握
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６．ソフトウェア資産管理の難しさ

・契約の多様性 ： 利用者単位契約、マシン別契約、
組織単位契約、アウトソーシング環境、

並行ユーザー数による方式、

バックアップ機用ライセンスの要否

・導入マシンの多様性・台数の多さ

・棚卸の難しさ ・・・ 眼に見えにくい存在

・契約状況把握の難しさ

＝＞ スキャン・ツールさえ導入すれば済むという話ではない

・業界の特性に由来する難しさ ・・・ 特に、研究教育機関

・意識改革の難しさ
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＜参考＞ こんな組織は危険がいっぱい！

・組織内に何台パソコンがあるのか分からない

・どんなソフトウェアがインストールされているか分からない

・個人用のパソコンを自由に持ち込んで使っている

・ライセンスを証明する書類の行方が分からない

リスクの種類

・違法コピー状態のリスク

・セキュリティ面のリスク

・調達コストのリスク
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＜参考＞ ソフトウェア資産管理の思い違い

・違法コピー状態でも黙っていればバレ無い？

・違法コピーがバレたてから正規購入すれば良い？

・スキャン・ツールを導入すればソフトウェア管理ができる？

・有料ソフトウェアだけを管理すれば良い？

・クラウド化のすれば違法コピーは無くなる？
「クラウド・コンピューティング時代のSAMの考え方」 JIPDEC
「ソフトウェア資産管理が以前に増して重要課題となる理由」
http://bsa.or.jp/wp-content/uploads/NavigatingTheCloud_J.pdf
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＜参考＞ ソフトウェア・スキャン・ツールの限界

☆組織の承認を得て導入したものか、勝手に導入したのか識別
できない

⇒ 「あるべき状態」を表した管理台帳を別に設けて更新していく
必要がある

☆ツール機能の限界
・ネットワークに接続されていない機器の情報を収集できない
・アンインストールしたにもかかわらず「プログラムの追加と削除」

からどうしても消えないソフトウェアの存在
・壊れたり予備機として保管してあるパソコンのソフトウェア・ライセ

ンスの割り当てをどう判断するか
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＜参考＞ 或る業界のソフトウェア資産管理の現状

アンケート調査結果をご紹介
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７．ソフトウェア資産管理のための各種整備

☆模範事例

（１）大学の例

https://www.bsa.or.jp/psamportal/PDF/jirei_kansai_u.pdf

（２）自治体の例

http://www.bsa.or.jp/psamportal/cs/ishikawa/p1.html
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出典 ： http://www.bsa.or.jp/psamportal/cs/ishikawa/p7.html

＜参考＞ ソフトウェア資産管理のために必要なもの
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＜参考＞ ソフトウェア資産管理のための情報源

出典： https://www.core.co.jp/nsp/impression/sam.html
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７．ソフトウェア資産管理のための各種整備 ～ 手続き

「資産管理実施手続き」 の制定 （局面別に）

（１）購入申請局面

（２）ソフトウェア受領局面

（３）ソフトウェア導入局面

（４）利用中の棚卸

（５）利用終了時の廃棄局面

（６）棚卸

「検証手続き」 の制定

（１）誰が、どのタイミングで、何を検証するか

（２）欠陥が見つかった場合の是正方法とその検証方法
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＜参考＞ ソフトウェア (SW) 受領プロセス (受領管理)
SW管理

責任者

SW管理

担当者

運送業者 資産管理DB
入力担当者

チーム

責任者

1. 受領指示書

の作成
2. 納入

発注・受領
管理台帳

照合
不一致

3. 受領

納品書

受領書

4. 受領報告・

証拠文書
の送付/保管

納品書

5. 受領報告内容

の確認

受領報告書

納品書

受領報告書

6. 受入処理

の実施・
台帳の更新

発注・受領
管理台帳

登録依頼書

資産管理DB登録
7. 資産管理DB

登録確認

8. 月次報告

資産管理DB

月次報告

OK

受領指示書

手続き のサンプル

参
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７．ソフトウェア資産管理のための各種整備 ～ 棚卸

棚卸 （ISO/IEC 19770-1 では、四半期毎の実施を推奨）

ライセンス保有情報

突合

Report

In Use 情報

スキャン・ツール
( OS 種類 別 )

不整合部分への対応
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導入ソフトウェア管理台帳の主要項目

管理番号 ：
ソフトウェアの名称 ： 全角・半角の混在に注意
バージョン版番号 ：
プラットフォーム種別 ：
導入マシン識別 ： ⇒ HW資産管理台帳へ連携
ライセンス管理識別 ： ⇒ ライセンス管理台帳へ連携
導入日 ：
登録申請者 ：
(保守)契約更新予定日 ： ⇒ 期日管理機能へ連携
棚卸実施日 ： In-Use 棚卸実施日
Uninstall日 ：
Uninstall担当者 ：

主要情報項目 注意点

７．ソフトウェア資産管理のための各種整備 ～ 台帳
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７．ソフトウェア資産管理のための各種整備 ～ 台帳

ソフトウェア・ライセンス管理台帳の主要項目

ライセンス管理識別 ： ⇒ 導入ソフトウェア管理台帳へ連携
ソフトウェアの名称 ： 全角・半角の混在に注意
バージョン版番号 ：
メーカー名 ：
使用許諾条件 ： マシン単位、組織単位、並行ユーザー数単位、・・・
使用許諾証書番号 ：
ライセンス数 ：
媒体種別 ：
保管場所 ：
調達日 ：
調達元 ：
棚卸実施日 ： ライセンス証書・メディア等の棚卸実施日
契約更新予定日 ： ⇒ 期日管理機能へ連携
廃棄日 ：

主要情報項目 注意点
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SOD (Separation of  Duties もしくは Segregation of Duties ) の原則

職務分離による相互牽制体制

☆ 資産を申請する人

☆資産申請を承認する人

☆資産を購買する人

☆資産台帳を更新する人

☆ 資産を受領する人

☆ 資産台帳を更新する人と棚卸する人

☆ 管理状況を検証する人

７．ソフトウェア資産管理のための各種整備 ～ 体制
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７．ソフトウェア資産管理のための各種整備 ～ 参考事例

某ｶｰﾄﾞ会社社員がソフトウェアの架空発注で巨額の金を不正に

取得した事件を防ぐには？

＜SODの観点から＞

☆ 資産を 「申請する人」 と 「購買する人」 を別にする

☆ 資産を 「受領する人」 と 「資産台帳を更新する人」 「棚卸する人」

を別にする

＜手続き整備 （ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾎﾟｲﾝﾄ） の観点から＞

☆ 資産購買 「申請の承認記録」 と 「購買実績」 の整合性を確認する
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＜参考＞ コントロール・ポイントの例

HW/SWの発注が適正な承認のもと不一致が無く完了していること

＜証拠資料＞

☆ 発注・受領管理台帳

☆ 納品書、ライセンス証書、資産管理登録内容

コントロール・ポイントのサンプル
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８．システム監査の要点

☆「システム管理基準」
Ⅳ．運用業務 ６．ソフトウェア管理 の確認

☆ 「SAM ユーザーズガイド」 JIPDEC 
7.4   SAM 監査におけるポイント の確認

☆業種・業界の特性を考慮
・使用するソフトウェアを制限できる業界とできない業界
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＜参考＞ 「システム管理基準」 の言及

Ⅳ．運用業務

６．ソフトウェア管理

（１）ソフトウェア管理ルールを定め、遵守すること

（２）ソフトウェアへのアクセスコントロール及びモニタリングは有効に
機能すること

（３）ソフトウェアの利用状況を記録し、定期的に分析すること
（４）ソフトウェアのバックアップの範囲、方法及びタイミングは業務内容及び

処理形態を考慮して決定すること
（５）ソフトウェアの授受はソフトウェア管理ルールに基づいて行うこと
（６）ソフトウェアの保管、複写及び廃棄は、不正防止及び機密保護の対策を

講じること
（７）ソフトウェアに対するコンピュータウィルス対策を講じること
（８）ソフトウェアの知的財産権を管理すること
（９）フリーソフトウェアの利用に関し、組織体としての方針を明確にすること

参
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＜参考＞ 「SAM ユーザーズガイド」 の言及

7.4   SAM監査におけるポイント
7.4.1.  SAM 監査計画の策定

SAM監査テーマ・目的・対象部門の例
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＜参考＞ 「SAM ユーザーズガイド」 の言及

7.4   SAM監査におけるポイント
7.4.1.  SAM 監査計画の策定

SAM 監査手続きの例
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８．システム監査の要点

（１） 手続き整備状況の検証

・『実名入りSOD体制表』 の整備状況 （体制表と整合性）

・チーム体制に応じたプロセス・フロー図の整備状況

（２）手続き運用状況の検証

・キー・コントロールを実施した証拠資料

（３）欠陥事項の指摘と対応

・『真の原因』 を踏まえた是正措置

（４）是正措置の検証

期限を設定

トラッキングの
仕組みも用意
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＜参考＞手続き遵守状況の検証 ～ ありがちな状況

保守契約期間完了の月次報告がチーム責任者に送付される手順
になっていますか？

=>手順書はないが、対応はしている

資産の受領時・変更時に、必要な情報を

登録する手順になっていますか? 

=>受領時はあるが、変更時の手順書がない

資産の廃棄が完了したことを確認するエビデンスを残す手順があり
ますか？

=>資産廃棄のプロセスは実施しているが、

証拠資料を残す手順はない
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＜参考＞ ｿﾌﾄｳｪｱ･ﾍﾞﾝﾀﾞｰ等が行う ﾗｲｾﾝｽ遵守調査 例

＜実施者＞ ・ベンダーの担当者

・依託された外部の第三者

＜実施内容＞・ｿﾌﾄｳｪｱ･ﾗｲｾﾝｽの使用状況の監査

・ｿﾌﾄｳｪｱ･ﾗｲｾﾝｽ管理の状況の監査

＜求められる管理状態＞

・手続き書類や管理台帳類が存在し、適宜更新されている

・台帳の内容が正しい事を証明する棚卸がなされている

・責任者によって承認されている
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９．まとめ

ソフトウェア資産管理ができている状態とは：

（１） 手続き文書と台帳（SWﾗｲｾﾝｽ台帳、導入SW台帳、HW台帳）が

整備され更新されている

（４） 現物との突合せ （棚卸） が定期的に行われている

（６） 管理状態を第三者が定期的にチェックしている

（３） 管理状態を管理者が把握し承認している

（５） 管理者と担当者に対する教育が定期的に行われている

（２） 関連資料（ﾗｲｾﾝｽ証書、管理者の各種承認記録類）が保管され

ている
例：保守契約の継続 or 打ち切りの意志決定記録
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９．まとめ

ソフトウェア資産管理が不十分な場合：

多くのリスクをかかえることになる

ソフトウェア資産管理を十分行うと：

多くのリスクを解消でき、コスト削減にも繋がることもある
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参考資料

（１）「ソフトウェア資産管理の基礎と実践」 日本規格協会
副題：ISO/IEC 19770-1の活用ガイド ¥1,900

（２）「ｿﾌﾄｳｪｱ資産管理基準v3」 SAMAC
「ｿﾌﾄｳｪｱ資産管理評価基準v3」 (Download可)

（４）「ｿﾌﾄｳｪｱ資産管理 書式集」 ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社 Download可

（３）「経営者のための違法コピー防止ガイド」
｢すぐはじめるｿﾌﾄｳｪｱ管理｣ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ著作権協会
｢ソフトウェア自主調査ガイﾄﾞ｣ (Download可)

（５）「SAMユーザーガイド」 JIPDEC (Download可)
｢JIS X 0164-1 から見たSAM｣
｢地方公共団体におけるSAM導入ガイド 」
「クラウド・コンピューティング時代のSAMの考え方」
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ご清聴、有り難うございました

僅かでもお役に立てば幸いです


